
弾力的な授業時間の設定や時間割に関する取組事例
【45分授業と短時間学習の実施】鹿児島県伊佐市立大口東小学校

➣対象：５・６年（複式学級）
①45分授業のコマ数増・・・年間２４単位時間増

・指導者：学級担任と他校の専科教員（他校）とのＴＴ
・年間のコマ数を増やすために：
土曜授業実施（月１回程度）３０時間のうち２４時間を充当

②短時間学習の実施・・・１１単位時間実施
・頻度・実施時間：毎週１回（木曜日の朝の活動）

１５分間×３３回＝１１時間
・指導者：学級担任
・指導内容：ゲームを通した様々な語句や基本的な表現に

慣れ親しむ活動，アルファベットの練習
・使用教材：Hi, friends! Plus，歌のＣＤ，絵カード等
・45分授業との関連：補助的内容の指導や繰り返し学習

※現行年間標準時数３５単位時間＋時数増分３５単位時間＝年間７０単位時間

・ １週間の中でなるべく連続して英語の授業
を設定したことで，定着が図られる。

・ 45分授業で扱った活動を，短時間学習で発

展・アレンジして行うことで，定着に向けた活
動を充実させることができる。

・ コミュニケーションを図ろうとする態度と表現
能力に向上が見られる。

取組の内容

課 題

・ 短時間学習がゲーム中心になりすぎないように，系統的な計画
を更に綿密に作成する必要がある。

・ 短時間学習で行う活動をどのように評価につなげるかを検討す
る必要がある。

成果・効果

〇 定着の視点から，月・火あ
るいは火・水と，できる限り英
語の授業が連続するような時
間割の工夫を行い，木曜日の
朝の活動の時間に，授業と関
連した内容を取り扱う短時間
学習を設定した。

月曜日・・・年１０時間分
火曜日・・・週１回３５時間分
水曜日・・・年１４時間分
木曜日・・・短時間学習週１回
（１５分×３３回＝１１時間分）

単元計画 ４５分授業と短時間学習との関連 （ Hi, friends!2  Lesson 4  Turn right. ）
めあて 主な学習活動

１ 町の建物の名前を知ろ
う

・「おはじきゲーム」や「キーワードゲーム」を通して，建物の
言い方に慣れ親しむ。
・建物の言い方で，日本語と違う表し方を話し合う。
・建物の言い方（絵と英語で表記されているもの）を練習する。
・Hi, friends Plusの映像教材でアルファベットの練習をした後，
ワークシートを使い，書く活動をする。

短 アルファベットに慣れ
親しもう
建物の言い方を知ろう

・CDを使い、アルファベットチャンツをする。
・「ミッシングゲーム」を通して，建物の言い方を練習をする。
・建物の英単語をなぞり書きする。

２ 道案内の表現を知ろう ・道案内のスキットを聞き，表現の仕方を練習する。
・「サイモンセズゲーム」を通して，道案内の表現に慣れ親しむ。
・アルファベットチャンツの後，ワークシートを使い文字を書く。
・Hi, friends Plusの映像教材でアルファベットの練習をした後，
ワークシートを使い，書く活動をする。

３ 目的地への行き方を聞
いたり，答えたりする
言い方を知ろう

・「サイモンセズゲーム」を通して，道案内の表現に慣れ親しむ。
・Hi, friends!2のLet’s chantやLet’s listen.をする。（絵カードや
写真を見て歌う）
・ワークシートを使い，自分の名前の表記を練習する。(ヘボン式)

短 道案内の表現を練習し
よう。

・「サイモンセズゲーム」を通して，道案内の表現を練習する。
・パワーポイントに示された地図を使って，道案内をする。
・建物の英単語をなぞり書きする。

４ 目的地への行き方を聞
いたり，答えたりする
言い方に慣れよう

・Hi, friends!2 P.16.17のアクティビティーをする。
・ペアで「道案内ミッションゲーム」を行う。
・Hi, friends Plusの映像教材でアルファベットの練習をした後，
ワークシートを使い，書く活動をする。

５ 相手のことを考えて目
的地への行き方を聞い
たり，答えたりしよう

・「どこにあるのかな」ゲームをして，道案内を復習する。
・黒板に道や建物を絵カードを貼り，友だちを道案内する。
（机を使って実際の町を作ったり，伊佐市の地図を使うこともで
きる）
・Hi, friends Plusの映像教材でアルファベットの練習をした後，
ワークシートを使い，書く活動をする。

平成２９年１月３０日現在
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弾力的な授業時間の設定や時間割に関する取組事例
【45分授業を年間70コマ実施】奈良県明日香村立明日香小学校

➣対象：５・６年生
➣指導者：学級担任とＡＬＴ
➣年間70コマを確保するための方策：

・標準授業時数980時間に35時間上乗せし、1015時間としている。
・「英語科」（教科型）として行う。
◇水曜日６校時目について
・学期に１コマ、委員会活動を行う。（これと別に毎週金曜日６校
時終了後、15分間の「ショート委員会活動」を設定。）

・学期に２コマ、クラブ活動を行う。
・委員会活動・クラブ活動のない日は、職員会議・研修を行う。

○指導内容の充実
・発信型学習として、英語を使って明日香村

を紹介する学習を年間指導計画に位置付
けることができた。

・海外からの訪問客と英語での学習交流を進めることができた。
・45分授業を週２コマ実施することで、児童の思いを大切にして、

じっくりと活動することができるため、児童のコミュニケーション
活動が豊かになった。

・授業を標準化（パターン化）することが可能となり、アルファベッ
トの文字や音に親しむ活動、ライティング、スモールトーク等を
効果的に授業に取り入れることができるようになった。

取組の内容

課 題

・ 35コマは“Hi, friends!” を中心に学習を進めているが、残りの
35コマについては独自の学習内容を行っている。教材研究の負
担が増えるが、対策のひとつとして、教材を教員間で共有する
システムを構築している。

・ 委員会活動、クラブ活動の時間の確保。

成果・効果

平成28年度５・６年生の時間割表 平成28年度
（○：授業実施） ６年２組の時間割表

◇なお、３・４年生は標準授業時数945時間に加え、「英語科」とし
て35時間実施している。

単元計画（第６学年）の例
単元目標（Aims of this lesson）
・進んで外国の人と話をする。
・外国の人に明日香村を紹介する。

Right cheek

月 火 水 木 金

１ ○ ○ ○ ○ ○

２ ○ ○ ○ ○ ○

３ ○ ○ ○ ○ ○

４ ○ ○ ○ ○ ○

５ ○ ○ ○ ○ ○

６ ○ ○ ○ ○

月 火 水 木 金

１ あ 算 国 図 理

２ 国 理 英 図 算

３ 算 家 算 算 国

４ 社 社 社 体 あ

５ 国 音 道 国 体

６ 英 国 理 学

時 単元計画（目標）

１
Mayを使って、「～してもいいです
か？」と尋ねる表現に慣れ親しむ。

２

３

４

明日香村を紹介する表現を知る。

・どこの国から来たか尋ねることがで
きるようになる。

・明日香村を知っているか尋ねること
ができるようになる。

・外国の人の質問に答えることがで
きるようになる。

５ グループで担当を決めて練習をする。

「Let’s try.」（広島平和記念公園）
外国の人に明日香村の紹介をする。

６ ALTに広島について話をする。

平成２９年１月３０日現在
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「外国語活動の授業を指導したことがない」「外国語活動の指導に不安がある」小学校教員もいる。
先進校だけでなく、全小学校・全小学校教員全体の外国語活動の指導力向上が必要。

「外部専門機関と連携した英語指導力向上事業」

「外国語活動巡回指導教員による小学校教員の指導力向上」～北海道の取組事例～

○「英語教育推進リーダー」を、小学校外国語活動の指導を行う専科教員として加配措置。
○専科教員を巡回指導教員とし、近隣の他小学校に赴いて授業や研修を実施。

巡回指導教員の主な業務

【学級担任とのティーム・ティーチング】
・Ｔ１としての指導の在り方やＡＬＴとのかかわり
方について実践をとおして提示
・Ｔ２として授業にかかわり、Ｔ１の改善点につい
て授業後に助言

【模範授業】
・巡回指導教員１人による指導またはＡＬＴ等と
のティーム・ティーチングを実施
・第５、６学年の学級担任だけでなく、全教員が
参観し、教員全体の指導力を向上

【授業づくりにかかわる支援】
・「Hi, friends!」の活用の仕方について支援
・教材の提供やデジタル教材の効果的な活用

【研修の実施】
・本務校及び兼務校において外国語活動に係
る校内研修を実施
クラスルームイングリッシュの活用
アクティビティ等の効果的な活用 等

【各種研修会・研究会での講師】
・市町村教育委員会等が主催する研修講座等
の講師
・市町村の教員全体を対象にした授業公開

【その他】
・小学校教員の指導力及び英語力の向上に資
する研修資料の発行
・兼務校における優れた実践を本務校や他の
兼務校に普及

兼務校Ａ

兼務校Ｂ

兼務校Ｃ
巡回指導教員

本務校

研修会・研究会

加配措置

【勤務例】 ８校程度を巡回
【Ａ週】
月～本 務 校、火～兼務校Ａ
水～兼務校Ｂ、木～兼務校Ｃ
金～兼務校Ｄ
【Ｂ週】
月～本 務 校、火～兼務校Ｅ
水～兼務校Ｆ、木～兼務校Ｇ
金～兼務校Ｈ

【日課例】
１校時 外国語活動ＴＴ ６年１組
２校時 外国語活動ＴＴ ６年２組
３校時 外国語活動ＴＴ ５年１組
４校時 外国語活動ＴＴ ５年２組
５校時 次週の授業や研修等の準備
放課後 学級担任やＡＬＴとの打合せ

英語力向上ミニ研修
（20分程度）

課題

対策

平成29年1月30日現在
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○中学校外国語科教員免許を持つ専科教員が、小学校２校を兼務し、自ら授業を進めるのではなく、各学級担任と共に
授業を行ったり、授業後の指導助言を行ったりすること等により、勤務校の全ての教員の指導力向上を図る。

○勤務校以外の学校で研修講師を行うことで、市内の小学校教員の授業力向上を目指す。

専科教員の主な業務

【学習環境の整備】
・ポスターなどの視覚教材を活用した英語教室
の環境整備を行う。
・廊下や階段に英単語カードを掲示するなど、文
字に慣れ親しむ環境を整備する。

加配措置

取組のねらい

「英語教育推進リーダー」による専科教員の活用 ～奈良市の取組事例～

校内研修・授業助
言などに関する要
請があれば、派遣
される。

写真

【授業づくりに関わる支援】
・めあて（CAN-DO）の提示や振り返りを行うなど、
授業の基本的な流れを教員間で統一する。
・短時間学習の指導計画や各種教材を作成する。
・デジタル教材の活用を促進する。

【学級担任とのティーム・ティーチング】
・指導の在り方やＡＬＴとの関わり方について、
各学級担任に実践を通して指導する。
・学級担任が主として行う授業にＴ２として関わ
り、授業後に学級担任に対し助言を行う。

【日課例】
１校時 各学級担任やＡＬＴとの打合せ
２校時 外国語科指導ＴＴ ５年１組
３校時 外国語科指導ＴＴ ４年１組
４校時 外国語科指導ＴＴ ３年１組
５校時 外国語科指導ＴＴ ６年１組
６校時 次週の授業や研修等の準備
放課後 学級担任と授業の振り返りや

打合せ
英語指導力向上研修の実施

専科教員

派遣要請校

研修会・研究会

兼務校
火・金曜日

本務校
月・水・木曜日

【研修の実施】
・勤務校での２校合同研修を実施する他、市内の
各学校で、効果的な指導法やクラスルームイン
グリッシュ、パフォーマンス評価や評価基準の
在り方等についての研修講師を務める。

成果

小学校教員の英語力・指導力の向上
・授業の進め方について、全ての教員で共通
理解ができた。
・アクティビティ等を、学習のねらいに応じて効
果的に活用できるようになった。
・評価方法及び評価規準が明確になった。
・担任によるスモールトークや絵本の読み聞か
せが定着した。
・全ての教員が自信をもち、より積極的に外国
語の授業に取り組むことができるようになった。
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・「外国語活動の指導の経験がない」「外国語活動の指導に不安がある」等の理由から小学校教員のALT中心の授業が行われている。
・拠点校だけでなく、市内の全小学校教員の外国語活動の指導力向上が必要である。

○「英語教育推進リーダー」が小学校外国語活動に関する校内外における研修の充実を推進する。
○専科教員（コーディネーター）が巡回指導教員として、市内の小・中学校に赴いて授業や研究を推進する。

○ 校内のみならず、同一中学校区内の小学校を訪問して、学級
担任の指導の実態に応じて段階的に指導・助言
＜低学年＞
Ｔ１としての指導の在り方やＡＬＴとの関わり方について実践をと
おして提示
＜中学年＞
Ｔ２として授業に関わり、Ｔ１の改善点について授業後に助言

＜高学年＞
学級担任の授業を参観し、授業後に助言

○ 校内研修会において模擬授業等を実施
・クラスルームイングリッシュの活用
・アクティビティ等の効果的な活用 等

○ 担任学級の授業公開
○ 他の学級担任の公開授業に対する助言
○ 指導に必要な教材の作成方法の指導

○ 県教育委員会が主催する「英語力・指導力向上研修」
の講師
○ 市町村教育委員会等が主催する研修講座等の講師

課題

対策

「英語教育推進リーダー」及び専科教員による小学校教員の指導力向上 ～福岡県宮若市の取組事例～

専科教員
（コーディネーター）

英語教育推進リーダー
（6年学級担任兼務）

校内外における研修の企画・
運営、指導助言

校内外における授業指導、
校内研究の推進・中学校との
連携推進

市英語教育担
当者会議に対
する指導・助言

校内研修の企画・運営、指導助言校内外における授業指導

○ 児童生徒の実態を分析し、研究内容と方法を構想
○ 研究テーマに基づく年間カリキュラムのマネジメント
○ 中学校英語科教員等と連携した授業研究の推進

英語力・指導力向上研修等の講師
校内研究の推進・中学校との連携

○ 小学校における外
国語科・外国語活動
の授業の在り方、年
間カリキュラムの作
成方法等について指
導助言

○ 同一中学校内の
年間カリキュラム作
成

○ 指導に必要な教
材の提供

連携・協働
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「外部専門機関と連携した英語指導力向上事業」
「小学校中核教員による校内研修の推進」～栃木県の取組事例～

「英語教育推進リーダー」による研修を受けた中核教員が、自校で校内研修を確実に実施するための
サポート体制が必要。

校内研修で使用する教材の作成・提供

○県教育委員会が、中核教員が校内研修で使用する教材を作成・提供。
○校内研修の実施方法についてワークショップを開催。
○校内研修の実施後にレポート提出。

校内研修の実施方法についてのワークショップ

校内研修の実施後にレポート提出

○県の研修を受講した各学校
の中核教員が校内研修を実施
する際に、研修内容を他の職
員に伝達する上での参考資料
として、セッションごとのダ
イジェスト版(A4版１枚)を作
成し、各研修日の終了時に配
布した。

○各校における校内研修の終了後、中核
教員は、以下の項目(１～４)について校
内研修実施報告書を作成し総合教育セン
ターに提出。
１ 研修日時
２ 研修内容
３ 成果と課題
４ 校内研修を終えてのコメントと感想等

○県の研修の最終日(第３日)に各
校における校内研修の持ち方に関
する講話を実施し、その後、小グ
ループでのワークショップ形式の
演習を行った。
○ワークショップでは、各校での
校内研修の持ち方の案として形
式・回数等を付箋に記入し、模造
紙に貼りながらアイデアを紹介・
検討した。

◎校内研修の実施に向けての具体的なイメージの構築
◎校内研修における８セッションの確実な伝達
◎研修後の各校での取組等の情報収集
○中核教員の振り返りより
「県の研修と校内での伝達や公開授業を通して、以前よりも自信を持って授業を
展開できるようになった。今後も、自身の英語力向上のために積極的に教室英語
を使用していきたい。」
○校内研修参加者の声より
「教師が率先して授業の中で英語を使っていこうとする意識を持つことが大切で
あると感じた。」「あまり難しく考えずに、できるところから実践していこうと
思った。」「学んだことを授業にどのように生かしていくか研修を重ね、指導力
の向上につなげていきたい。」

課題

対策

成果・効果
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小学校教員の中には、「外国語活動の授業を指導したことがない」「授業で使う教室英語に自信が
ない」「外国語活動の授業のイメージがつかめない」教員も少なからずいることが課題。

「外部専門機関と連携した英語指導力向上事業」

「小学校教員の指導力向上に向けた校内研修」 ～秋田県大仙市立大曲小学校の取組事例～

Ⅰ．全教員が参加する授業研究会・事前検討
会を合計で年間４回実施。

◎教員が、外国語活動の授業のイメージをもつことができた。
◎教室英語を使える教員が増えている。

Ⅰ．外国語活動の授業のイメージをもたせるため、全教員参加による校内研修を実施。
Ⅱ．授業やＡＬＴとの打合せでよく使う英語表現等をまとめたリーフレットを活用。
Ⅲ．地域の中学校・高等学校との連携、学習交流会等の実施。

Ⅱ．授業やＡＬＴとの打合せで使う英語表現等
をまとめたリーフレットを活用。

Ⅲ．地域の中学校・高等学校との連携、
学習交流会の実施。

・授業研究会（公開授業、研究協議会）及
び事前検討会（模擬授業を取り入れた
実践型の研修）を、全教員参加で実施。

・授業研究会・事前検討会のどちらにも、
大学や教育委員会、中学校・高等学校
から英語担当者を招聘し、指導法等に
ついて具体的な助言をいただく。

国際教養大学発行のリー
フレット「Quick Reference」
→授業で使いたい英語表
現（①指示・説明、②ほ
め言葉、③ＡＬＴとのコ
ミュニケーション）を掲載。
→ＡＬＴとの打合せで使用
する英語表現を掲載。

リーフレットの一部

・授業研究会・事前検討会に中学校・
高等学校の英語担当教員も参加。
・中学生とビデオを通じた交流学習。

・高校生が小学校を訪問し、外国語
活動のサポートを行う（年間６回）。

写真

写真

グラフ：「授業のイメージをつかんでい
る」

事前と事後の比較

グラフ：「ある程度の教室英語はでき
る」

事前と事後の比較

大曲小HPより

大曲小HPより

大曲小HPより
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